
？

　市
し

民
みん

は、市
しちょう

長と議
ぎ

員
いん

を選
せん

挙
きょ

で選
えら

び

ます。議
ぎ

員
いん

全
ぜん

員
いん

が集
あつ

まって開
ひら

く会
かい

議
ぎ

では、市
しちょう

長や部
ぶちょう

長なども出
しゅっ

席
せき

し、

市
しちょう

長が提
てい

案
あん

した予
よ

算
さん

（＝お金
かね

の使
つか

い

道
みち

）や条
じょうれい

例（＝市
し

のとりきめ）を市
し

議
ぎ

会
かい

で話
はな

し合
あ

い、賛
さん

成
せい

・反
はん

対
たい

を多
た

数
すう

決
けつ

で決
き

めます。

　そして、会
かい

議
ぎ

で決
き

まったことが市
し

役
やく

所
しょ

で進
すす

められていきます。

　市
し

役
やく

所
しょ

の仕
し

事
ごと

が正
ただ

しく行
おこな

われているかをチェックしたり、仕
し

事
ごと

の状
じょう

況
きょう

を聞
き

いたり、問
もん

題
だい

点
てん

の指
し

摘
てき

や仕
し

事
ごと

の提
てい

案
あん

をしたりもします。

　このほかに、委
い

員
いん

会
かい

で会
かい

議
ぎ

を開
ひら

いたり、ほかの市
しちょうそん

町村へ行
い

って、枚
ひら

方
かた

市
し

のまちづくりに生
い

かせることがないか調
ちょうさ

査したりしています。

◆委
い

員
いん

会
かい

の種
しゅ

類
るい

（議
ぎ

員
いん

はいずれかの委
い

員
いん

になります）

総
そう む

務常
じょうにんいいんかい

任委員会…危
き

機
き

管
かん

理
り

、商
しょう

工
こう

業
ぎょう

、文
ぶん

化
か

、農
のう

業
ぎょう

、スポーツ　など

教
きょういくこそだ

育子育て常
じょうにんいいんかい

任委員会…子
こ

育
そだ

て、教
きょういく

育、給
きゅう

食
しょく

　など

市
し み ん ふ く し

民福祉常
じょうにんいいんかい

任委員会…税
ぜい

金
きん

、健
けん

康
こう

、福
ふく

祉
し

、病
びょういん

院　など

建
けんせつかんきょう

設環境常
じょうにんいいんかい

任委員会…環
かんきょう

境、まちづくり、道
どう

路
ろ

、水
すい

道
どう

、公
こう

園
えん

　など

　担
たん

当
とう

する分
ぶん

野
や

によって委
い

員
いん

会
かい

は分
わ

けられています。

市
し

議
ぎ

会
かい

のほかの仕
し

事
ごと

を教
おし

えて。

市
し

民
みん

市
し

長
ちょう市

し

議
ぎ

会
かい

（議
ぎ

員
いん

）

市
し

民
みん

の意
い

見
けん

を
聞
き

く

選
せん

挙
きょ

で
選
えら

ぶ
選
せん

挙
きょ

で
選
えら

ぶ

市
し

民
みん

の暮
く

らしが
よくなる仕

し

事
ごと

を
する

市
し

の予
よ

算
さん

や条
じょうれい

例などを提
てい

案
あん

する

市
し

の予
よ

算
さん

や条
じょうれい

例などを決
き

める

枚
方
議
会
６
面

０
５
０
１
０
６

井
❶
藤
❷
藤
❸
藤
❹
井
❺
井

両
議
案
は
、
３
月
６
日
の

本
会
議
で
市
民
福
祉
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

８
日
の
同
委
員
会
で
審
査
が

行
わ
れ
、
原
案
可
決
と
す
べ

き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２８
日
の
本
会
議
で

一
原
明
美
市
民
福
祉
常
任
委

員
長
か
ら
審
査
内
容
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

今
回
の
改
正
は
、

①
府
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
に
基
づ
き
、
６
年
度
に
府

内
市
町
村
で
保
険
料
を
統
一

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
６
年

度
以
降
の
保
険
料
率
等
を
市

町
村
標
準
保
険
料
率
と
す
る

た
め
、
②
６
年
度
に
退
職
者

医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
退
職
被
保
険
者

に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正

今
回
の
改
正
は
、
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
期

間
で
あ
る
６
年
度
か
ら
８
年

度
ま
で
の
保
険
料
率
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
保
料
と
介
護
保
険
料

公
平
、公
正
な
徴
収
を

質
問

国
民
健
康
保
険
料
及

び
介
護
保
険
料
の
差
押
え
に

係
る
事
務
手
続
を
聞
く
。

答
弁

前
者
は
、
財
産
調
査

で
差
押
さ
え
可
能
な
財
産
が

判
明
し
た
場
合
、
速
や
か
に

差
し
押
さ
え
て
お
り
、
後
者

に
係
る
同
調
査
及
び
差
押
さ

え
は
、
債
権
回
収
課
に
移
管

し
て
実
施
し
て
い
る
。
両
保

険
料
と
も
法
令
を
遵
守
し
て

滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望
等

今
後
も
両
保
険
料

の
公
平
か
つ
公
正
な
徴
収
事

務
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

介
護
保
険
料

府
内
自
治
体
と
比
較
し
た

本
市
の
基
準
月
額
の
状
況
は

質
問

ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

の
介
護
保
険
料
基
準
月
額
は

６
２
７
６
円
で
、
第
８
期
か

ら
は
６
・
３
％
増
と
な
る
が
、

府
内
自
治
体
と
比
較
し
た
際

の
本
市
の
状
況
を
聞
く
。

答
弁

６
年
２
月
時
点
の
府

内
３３
市
中
３０
市
の
同
基
準
月

額
は
最
低
５
９
７
０
円
、
最

高
９
２
４
９
円
、
平
均
６
８

５
３
円
で
あ
る
。
ま
た
、
府

内
の
政
令
指
定
都
市
及
び
中

核
市
９
市
に
お
い
て
、
本
市

は
下
か
ら
２
番
目
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
料

府
内
統
一
に
お
け
る
課
題
は

質
問

国
民
健
康
保
険
を
持

続
可
能
な
も
の
へ
再
構
築
す

る
と
い
う
広
域
化
の
意
義
を

深
め
る
観
点
で
、保
険
料
の
府

内
統
一
に
係
る
課
題
を
聞
く
。

答
弁

予
定
収
納
率（
＊
１
）

の
設
定
が
課
題
と
考
え
る
。

本
市
は
、
統
一
保
険
料
率
算

定
時
よ
り
高
い
予
定
収
納
率

を
設
定
す
る
こ
と
で
、
１
人

当
た
り
の
保
険
料
額
を
抑
制

し
て
き
た
。
統
一
保
険
料
の

適
正
化
の
た
め
、
設
定
手
法

に
つ
い
て
は
、
府
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

利
用
ニ
ー
ズ
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は

質
問

ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

策
定
に
当
た
り
、
市
内
入
所

施
設
の
利
用
ニ
ー
ズ
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
と
い
う
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
結
果
を
聞
く
。

答
弁

同
老
人
ホ
ー
ム
１６
事

業
所
か
ら
回
答
が
あ
り
、
直

近
３
年
間
の
利
用
ニ
ー
ズ
の

増
減
に
関
す
る
問
い
で
は
、

「
申
込
み
や
問
合
せ
が
減
っ

て
お
り
、
利
用
ニ
ー
ズ
は
低

い
と
考
え
ら
れ
る
」
が
５６
・

３
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

府
の
国
保
特
別
会
計

今
後
は
市
議
会
で
報
告
を

質
問

今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
６
年
度
以
降
の
国
民

健
康
保
険
料
率
は
、
市
町
村

標
準
保
険
料
率
に
統
一
さ
れ
、

本
市
で
個
別
に
規
定
す
る
も

の
で
は
な
く
な
る
と
い
う
。

今
後
は
市
議
会
で
保
険
料
の

賛
否
が
問
わ
れ
な
く
な
る
た

め
、
府
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
内
容
を
報
告
す
べ

き
だ
が
、
考
え
を
聞
く
。

答
弁

府
の
財
政
に
関
す
る

事
項
は
、
府
議
会
に
お
い
て

民
主
的
手
続
の
下
、
審
査
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険

低
所
得
者
層
の
負
担
大

構
造
的
な
問
題
へ
の
対
応
は

質
問

国
民
健
康
保
険
は
、

被
用
者
保
険
に
比
べ
、
低
所

得
者
層
の
保
険
料
負
担
が
大

き
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題

が
あ
る
が
、
府
内
保
険
料
完

全
統
一
に
係
る
対
応
を
聞
く
。

答
弁

府
統
一
保
険
料
率
で

あ
る
市
町
村
標
準
保
険
料
率

の
算
定
で
は
、応
能
割（
＊
２
）

よ
り
応
益
割（
＊
３
）の
割
合

が
大
き
い
た
め
、
低
所
得
者

層
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。

今
後
も
府
と
市
町
村
の
協
議

の
場
で
、
こ
の
割
合
を
再
検

討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

保
険
料
引
上
げ
に
反
対

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険

料
は
、
府
内
完
全
統
一
に
向

け
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
た

が
、
統
一
に
伴
い
児
童
扶
養

減
免
も
廃
止
さ
れ
、
子
育
て

世
帯
へ
の
大
き
な
負
担
と
な

る
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
ひ
ら
か
た
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
２１
（
第
９
期
）

に
お
い
て
全
被
保
険
者
の
保

険
料
が
引
上
げ
と
な
る
中
、

介
護
離
職
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
多
く
の
待
機
者
が

発
生
し
て
い
る
と
い
っ
た
問

題
が
あ
る
。
物
価
高
騰
に
係

る
厳
し
い
情
勢
下
で
、
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
の
保
険
料
の
引
下
げ
と
同

ホ
ー
ム
の
増
設
を
求
め
、
両

議
案
に
反
対
す
る
。

低
所
得
者
層
へ
の
配
慮
と

適
正
な
制
度
運
営
求
め
賛
成

賛
成
討
論

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
は
、
受
益
と
負
担

の
公
平
性
の
観
点
で
、
府
と

市
町
村
で
協
議
し
、
保
険
料

の
完
全
統
一
に
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、
本
市
の
み
の
引

下
げ
は
適
当
で
は
な
い
。低
所

得
者
層
へ
の
配
慮
に
、
府
と

市
町
村
の
さ
ら
な
る
協
議
を

求
め
、本
議
案
に
賛
成
す
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
段
階
数
の
細
分
化
や

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
取

り
崩
し
、
保
険
料
の
増
額
に

対
す
る
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
が
、
高
齢
者
に
は
大
き

な
負
担
で
あ
り
、引
き
続
き
、

市
民
の
理
解
に
向
け
、
適
正

な
制
度
運
営
を
求
め
、
本
議

案
に
賛
成
す
る
。
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③
街
区（
＊
４
）に
開
業
す

る
複
合
施
設
「
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ヒ
ル
枚
方
」
５
階
に
開
設

予
定
の
、
生
涯
学
習
交
流
セ

ン
タ
ー
、
市
駅
前
図
書
館
の

指
定
管
理
者
及
び
指
定
期
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ

ン
タ
ー
（
６
年
６
月
１
日
か

ら
１０
年
３
月
３１
日
ま
で
の
３

年
１０
か
月
間
）

市
駅
前
図
書
館

指
定
管
理
者
で
は
な
く

市
が
直
接
運
営
す
べ
き

質
問

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
等

の
面
で
民
間
の
優
位
性
が
分

か
り
に
く
い
中
、
市
駅
前
図

書
館
に
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も

な
く
、
そ
の
役
割
は
中
央
図

書
館
が
担
う
と
い
う
。
指
定

管
理
者
だ
け
で
基
本
的
な
業

務
が
完
結
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
直

接
運
営
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

指
定
管
理
者
に
よ
る

運
営
に
支
障
は
な
い
が
、
開

館
後
の
利
用
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

係
る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

議
会
で
は
、
大
規
模
災
害

に
際
し
、
全
国
市
議
会
議
長

会
等
が
義
援
金
を
募
る
た
め

の
専
用
口
座
を
開
設
し
た
際

な
ど
に
義
援
金
を
送
付
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
、
１
月
１
日
に
発
生

し
、
能
登
半
島
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
１
月
１２

日
開
催
の
各
派
代
表
者
会
議

に
お
い
て
義
援
金
の
取
扱
い

を
決
定
し
、
２
月
１３
日
付
で

議
会
か
ら
３２
万
円
（
議
員
数

×
１
万
円
）
を
同
口
座
に
振

り
込
み
ま
し
た
。

な
お
、
議
会
で
は
、
「
大

規
模
災
害
等
被
災
地
に
対
す

る
義
援
金
の
支
給
に
関
す
る

方
針
」
を
定
め
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
被
災
地
等
に

対
し
、
迅
速
な
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、「
小
中
学

校
体
育
館
空
調
設
備
整
備
Ｄ

Ｂ
Ｏ（
＊
５
）事
業
者
選
定
審

査
会
」
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
次
の
７
つ
の
附
属
機
関

を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

■
市
長
の
附
属
機
関

・
公
共
施
設
へ
の
電
力
供
給

等
業
務
事
業
者
選
定
審
査
会

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事

業
支
援
事
業
者
選
定
審
査
会

・
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
占

用
予
定
者
選
定
委
員
会

・
小
中
学
校
教
室
等
空
調
設

備
更
新
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業
者
選
定

審
査
会

・
総
合
福
祉
会
館
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業（
＊
６
）者
選
定
審
査
会

・
幼
児
療
育
園
跡
地
活
用
事

業
者
選
定
審
査
会

■
教
育
委
員
会
の
附
属
機
関

・
中
学
校
全
員
給
食
事
業
Ｐ

Ｆ
Ｉ（
＊
７
）事
業
者
選
定
審

査
会

意
見

審
査
会
で
道
路
の
占

用
予
定
者
を
選
定
し
、
ほ
こ

み
ち
制
度（
＊
８
）を
活
用
し

て
樟
葉
駅
前
芝
生
広
場
に
、に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う

が
、
公
共
エ
リ
ア
で
あ
る
同

広
場
は
営
利
目
的
で
は
な
く

市
民
の
た
め
に
活
用
す
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
人
権
侵

害
を
許
さ
な
い
と
す
る
市
の

姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
市

全
体
で
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、市
の
責
務
に
加
え
、

事
業
者
の
責
務
や
市
民
の
役

割
等
に
つ
い
て
新
た
に
規
定

す
る
な
ど
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

意
見

条
例
の
周
知
、
啓
発

と
併
せ
、
市
の
業
務
や
施
策

に
よ
っ
て
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
場
合
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
周

知
を
行
う
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
６
年
４

月
か
ら
、
水
道
整
備
・
管
理

行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国

土
交
通
省
及
び
環
境
省
へ
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

意
見

公
衆
衛
生
の
向
上
と

生
活
環
境
の
改
善
に
寄
与
す

る
と
し
た
水
道
法
の
目
的
に

基
づ
き
、
水
道
事
業
は
厚
生

労
働
省
が
担
う
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
６
年
４

月
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
健

康
福
祉
部
が
所
管
す
る
介
護

保
険
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

「
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ

と
」
を
市
民
生
活
部
に
移
管

す
る
も
の
で
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
国

民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
及
び
国
民
年
金
と
一
体

的
に
加
入・脱
退
手
続
や
保
険

料
の
納
付
相
談
な
ど
が
で
き

る
よ
う
、体
制
整
備
を
行
う
。

意
見

今
回
の
機
構
改
革
に

伴
う
前
例
の
な
い
窓
口
の
一

元
化
は
、
市
民
、
職
員
と
も

に
大
き
な
負
担
を
与
え
る
。

安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
た
め
、
組
織
変
化
は
最

小
限
に
す
べ
き
。

今
回
の
改
正
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５

年
５
月
に
５
類
と
な
っ
て
以

降
、
同
感
染
症
対
策
関
連
事

業
が
縮
小
傾
向
で
あ
る
た
め
、

同
感
染
症
対
策
応
援
基
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
寄
附
者

の
意
向
に
沿
っ
た
活
用
が
難

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

寄
附
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た

特
別
な
使
途
と
の
評
価
か

質
問

市
民
や
事
業
者
が
特

定
目
的
に
賛
同
す
る
寄
附
者

と
な
り
、
特
別
な
負
担
を
し

て
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
原

資
と
す
る
基
金
は
、
寄
附
者

の
意
向
を
踏
ま
え
た
特
別
な

使
途
の
財
源
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
。
今
回
廃
止
す
る
基
金

の
運
用
は
特
別
な
使
途
で
あ

っ
た
と
評
価
で
き
る
の
か
。

答
弁

市
民
へ
の
経
済
支
援

の
た
め
な
ど
、
６
つ
の
選
択

肢
か
ら
寄
附
者
が
選
ん
だ
目

的
に
応
じ
た
事
業
へ
の
財
源

と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

＊
１

予
定
収
納
率
…
国
民

健
康
保
険
料
の
収
納
実
績
に

応
じ
て
、市
町
村
が
設
定
す
る

収
納
率
の
こ
と
。こ
の
収
納
率

等
に
基
づ
き
、
保
険
料
率
を

定
め
、
保
険
料
を
賦
課
、
徴

収
し
て
い
る
。
予
定
収
納
率

を
高
く
設
定
す
る
ほ
ど
、
被

保
険
者
が
支
払
う
べ
き
保
険

料
の
総
額
及
び
１
人
当
た
り

の
保
険
料
額
は
少
な
く
な
る
。

＊
２

応
能
割
…
保
険
料
の

算
定
に
お
い
て
、
被
保
険
者

の
負
担
能
力
に
応
じ
て
賦
課

さ
れ
る
部
分
の
こ
と
。

＊
３

応
益
割
…
保
険
料
の

算
定
に
お
い
て
、
被
保
険
者

の
受
益
に
応
じ
て
一
律
に
賦

課
さ
れ
る
部
分
の
こ
と
。

＊
４

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
各
街
区
の
位
置

に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
５

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
方
式
）
…

資
金
調
達
を
自
治
体
が
行
っ

た
上
で
、
公
共
施
設
な
ど
の

設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
を

一
括
し
て
民
間
事
業
者
に
委

託
す
る
手
法
の
こ
と
。

＊
６

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
…
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
見
込
ま

れ
る
シ
ス
テ
ム
・
設
備
改
修

提
案
な
ど
を
事
業
者
か
ら
募

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
及

び
維
持
管
理
ま
で
含
め
た
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
事
業
の
こ
と
。

＊
７

Ｐ
Ｆ
Ｉ（Private

Finance
Initiative

）

…
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維

持
管
理
、
運
営
な
ど
を
民
間

の
資
金
、
経
営
・
技
術
的
能

力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
の

こ
と
。

＊
８

ほ
こ
み
ち
制
度
…
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
を

創
出
す
る
た
め
の
道
路
の
指

定
制
度
の
こ
と
。
道
路
管
理

者
が
歩
行
者
利
便
増
進
道
路

を
指
定
し
、
歩
道
等
の
中
に

歩
行
者
空
間
を
確
保
し
な
が

ら
、
歩
行
者
の
利
便
増
進
に

資
す
る
施
設
の
誘
導
区
域
を

定
め
る
こ
と
で
、
テ
ー
ブ
ル

や
椅
子
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
な
ど
、
多
様
な
活
用

が
可
能
と
な
る
。

枚
方
市
議
会
議
員

議
員
研
修
会
を
開
催

議
会
は
、
４
月
１９
日
、
議

員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、法
政
大
学
法
学

つ
ち
や
ま
き

み

え

部
教
授
の
土
山
希
美
枝
氏
を

講
師
と
し
て
、「
質
問
力
を
高

め
る

議
会
力
に
い
か
す
」を

テ
ー
マ
に
２
部
制
で
行
わ
れ

ま
し
た
。１
部
の
講
演
で
は
、

よ
い
一
般
質
問
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
等
を
学
び
、ま

た
、２
部
で
は
、議
員
が
日
頃

感
じ
る
一
般
質
問
へ
の
疑
問

点
、不
安
点
等
を
付
箋
に
書
き

出
し
、講
師
と
の
質
疑
応
答
も

交
え
な
が
ら
質
問
を
ど
う
市

政
へ
生
か
し
て
い
く
の
か
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た（
写
真

上
）。河

北
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
に
参
加

第
４３
回
河
北
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
が
、２
月
５
日
、

寝
屋
川
市
立
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、関
西
大
学
理
事
、

社
会
安
全
学
部
特
別
任
命
教

授
（
チ
ェ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ

ー
）、社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ

ー
長
工
学
博
士
で
阪
神
・
淡

路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未

か
わ
た
よ
し
あ
き

来
セ
ン
タ
ー
長
の
河
田
惠
昭

氏
を
講
師
と
し
て
、
「
最
近

の
水
害
の
変
化
と
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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